
 

 

令和５年度自己評価結果 

 三島幼稚園 

１、園の教育目標 

体を十分に動かし丈夫な身体をつくり、豊かで優しい心を育てる。 

・協調性や積極性を養うことで、身近な社会生活を理解し、社会の一員であることを知

る。 

・教材を用いて、楽しく文字や数字に興味を持ち、習得する。 

・季節の変化を感じながら、身近な自然に触れ、親しみを持つ。 

・日々の保育に音楽的活動や製作活動を取り入れ、楽しみながら豊かな表現力を身につ

ける。 

・基本的な生活習慣を身につけ、見通しを持って進んで行動する。 

 

２、本年度に定める重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した学校評価

の具体的な目標や計画 

行事を通して共通の目的を持ち、考えを共有することや互いに助け合い、協力するこ

との大切さに気付く。 

 

３、重点評価項目および取組事項 

評 価 項 目 取  組  事  項 

友だちや保育者に対して丁寧

な言葉遣いや気持ちの良い対

応を行う。 

・保育者や友だちの話に関心を持ち、共感したり話したりで

きるようにする。 

(教員の自己評価の結果) 

・子ども「一人ひとり」と「みんな」の関係を常に考え、子

ども達の楽しかったことや経験した事を話す場を積極的

に設けた。話をする事が苦手な子にも援助を行い、率先し

て共感する声掛けを行った。 

自分の思いを言語化し、表現

力を養う。 

・保護者が子どもの気持ちを代弁するのではなく、自分の思

いを自ら具体化できるように促し、関わる。 

(教員の自己評価の結果) 

・自分の気持ちを整理して理解し、様々な感情が見られるよ

うになった。活動に対して受け身にならず、積極的に取り

組むことで自身に繋がり、自分の思いを伝える姿が多く見

られるようになった。 



 

 

園の畑で農作物を栽培し、自

然に触れ合うことで、命の大

切さ・思いやりの気持ちを育

む。 

・全体集会や日常会話の中で園内の自然に興味が沸くよう

な話題を取り入れていく。 

(教員の自己評価の結果) 

・畑でミニトマト、サツマイモの栽培を行い、園庭にある実

のなる木の観察をすることで、自然物を身近に感じ、遊び

ながら自然に触れ合うことができた。秋には園外保育に出

かけ、自然物を自然物のデッサンを通して季節を感じるこ

とができた。 

一人ひとりの子どもの健康の

保持及び増進や感染症その他

の疾病の発生防止に努める。 

・手洗い、うがい、排泄などの基本的な生活習慣を養い、清

潔さを保つことへの心地良さを感じられるようにする。 

(教員の自己評価の結果) 

・戸外遊びの後や食事の前には必ず手洗いうがいをするよ

うに声掛けを行った。次第に自主的に手洗い、うがいを行

うようになり、清潔を保てるようになった。また、感染症

や疾病などの報告を受けた時には職員間で共有し、感染の

対策に努めた。 

自分の気持ちを言葉にして伝

え、コミュニケーション能力

を身につけ、協調性を養う。 

・他学年と関わる機会を作り、誰に対しても優しく接するこ

とができるようにする。 

(教員の自己評価の結果) 

・各年齢に応じた関わり方を学び、優しさを見せる場面があ

った。自分の気持ちを伝えるだけでなく、他児の気持ちを

聞き入れ、考えることを促し、子ども達だけで会話を楽し

む姿があった。 

 

４、財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 


